
【北海道ブロックサウンディング】札幌市まちづくり政策局 別紙１

１ 事業概要
（１）当地区のまちづくりについて 

＜目的＞ 

土地区画整理や鉄道高架及び周辺道路整備による社会基盤整備にあわせて、市民、企業との連携に

よる民間開発や地域主体のまちづくり活動を実現することで、賑わい創出や活性化に資するまちづく

りを推進する。 

＜社会基盤整備の概要＞ 

■土地区画整理事業（篠路駅東口土地区画整理事業；約5.1ha） 

 ○区画道路 

 ○篠路駅東通（拡幅 駅前広場の整備含む）：延長 約 650m、幅員 20m 

■鉄道高架事業（高架区間約1.7km、踏切除却4か所(みなし踏切含む)） 

■周辺道路整備 

 ○横新道（拡幅）：延長 約 770m、幅員 20～27ｍ 

○篠路駅中央通（拡幅）：延長 約 530ｍ、幅員 18m 

○篠路駅西通（新設）：延長 約 200ｍ、幅員 21ｍ 

○篠路駅前団地本通（改良）：延長 約 540ｍ、幅員 15ｍ 

○高架側道7号線（新設）：幅員６ｍ(自転車歩行者専用道路) 

＜民間開発や地域主体のまちづくりに向けた展開＞ 

■まちづくり計画策定によるまちづくりの方向性の整理 

○市有地（※サウンディングの対象地）の利活用（民間による利活用） 

○篠路駅東側の駅前街区における民間開発等の誘導 

○エリアマネジメントを視野に入れた地域主体のまちづくりの活動の実現検討 

（２）スケジュール（想定） 

（３）広域図 
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篠路駅周辺地区まちづくり推進事業

市有地B街区 仮) 地域交流ゾーン
現況のパークゴルフ場と隣接するコミュニティ
センターで地域コミュニティの拠点となってい
るため、当面、現状維持とするか検討中

市有地C街区 仮)賑わい・利便ゾーン
近隣施設（スーパー、コミュニティセン
ター、パークゴルフ場など）と連携して
魅力向上の中核をなす機能（商業、レジ
ャーなど）を想定

駅前街区
民有地ではあるが、拠点の中心として
良好な民間開発が期待されるエリア。
賑わいや交流の場の創出などを目指
し、幅広に用途を想定していく。

市有地 A街区 仮) 福祉・健康ゾーン
周辺施設（保育所、児童養護施設、老人ホー
ム）との連携・調和を考慮した機能（医療・福
祉系）、多様な世代の健康づくりに資する機能
（健康増進施設など）を想定 

凡例 
市有地（対象地） 
土地区画整理事業区域 
鉄道高架区間 
整備済（都市計画道路） 
周辺道路整備区間（都市計画道路） 

4、20m、12000（19000）台 2→4、20~27m、12000（19000）台

2、20m、900 台 

2、18m、6000（8000）台

車線数、幅員、現況日交通量（将来推計日交通量） 


